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 ５年前の東日本大震災当時を振り返ってみると、３月１１日は鴻巣市議会の一般質問２日目がおこな

われていた日でした。私は議会終了後、４月の市議会議員選挙に向けてバックにチラシを詰め込んで

いたまさにその時！今まで経験したことのない大きな揺れが数分間。 

 お店のガラスが割れる中、消防団の分団小屋に走りました。機関長（運転手）である私は、信号機が

消えて交通誘導されていない中を火災現場に急行し、分団の担当地域を数時間かけてまわりました。 

 日が暮れて分団小屋に帰る途中、大勢の人が近くの小学校へ入っていくのが目に留まりましたが、

それらの方が駅からの帰宅困難者だと知るのにはあまり時間がかかりませんでした。 

電話も無線も使えない状況下で、学校に多くの避難者がいることを災害対策本部の市役所に伝

え、消防団の照明灯を避難者が待つ体育館へ持ち込みました。真っ暗闇に電気が点いた瞬間に大き

な歓声と同時に、あまりにも多くの方がところ狭しと肩を寄せ合い避難していたことを理解しました。 

 かなり渋滞していたと思いますが、ご家族など迎えの車で多くの方が帰られても翌朝にはまだ 

３０名ほどが帰宅できずにいた状況が思い出されます。 

 今年度は新たな委員会として「警察危機管理防災委員」、特別委員会として「危機管理・大規模災

害対策特別委員」に所属が決まりました。また、消防団員も２０年目になりましたので、地域の細かな

課題を見つけ災害対策の強化に取り組みたいと思います。 

＊道路啓開 ＊緊急輸送道の確保 ＊橋りょうの耐震 ＊治水対策 ＊情報システム  

＊上下水道管の耐震化・整備 ＊排水機場の維持補修 ＊消火栓・防火水槽の整備 など 

全国の消防団員数は昭和４０年頃に１３０万人を上回っていましたが、平成に入る頃には１００万人になり、現在では８７万

人余りです。鴻巣市でも消防団員の不足が続いています。ぜひ、一緒に地域活動しませんか？ 
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